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283活動報告
　法政大学国際日本学研究所（HIJAS）が 2016 年度に行った主催事業、国際
シンポジウム、研究会、後援事業などの概要は以下の通りであった。
Ⅰ.	 第 2 回ヨーゼフ ･クライナー博士記念法政大学国際日本学賞授賞
式・記念講演会
　2017 年 1 月 17 日（火）、16 時から 17 時 40 分まで、法政大学市ヶ谷キャン
パスボアソナード・タワー25階B会議室において、第2回ヨーゼフ･クライナー
博士記念法政大学国際日本学賞の授賞式と記念講演会が行われた。
　本賞はヨーロッパを代表する日本研究者であり、法政大学国際日本学研究
所（HIJAS）の設立以来、その発展に貢献してきたヨーゼフ ･ クライナー博士
の功績を称え、若手の海外日本研究者の活動を奨励する目的で HIJAS が 2014
年に創設したもので、第 2 回となる今回は、厳正な審査の結果、2016 年 10 月
にルーク・ガートラン氏（セント・アンドリュース大学）への授賞が決定した。
　小口雅史 HIJAS 所長の総合司会で行われた授賞式では、ガートラン氏に対
し、田中優子法政大学総長より正賞の賞状と副賞が授与されるとともに、ヨー
ゼフ・クライナー博士が祝辞を述べ、ガートラン氏の功績を称えた。
　その後の記念講演会では、受賞記念講演としてガートラン氏が受賞作品 A 
Career of Japan: Baron Raimund von Stillfried and Early Yokohama Photography 
(Brill, 2016) の第 3 章に基づく講演 “Challenging the Official Record: Rethinking 
Emperor Meiji’s Photographic Portraits”（公式記録を疑う――明治天皇の肖
像写真の再考）を行った（通訳：鈴村裕輔）。
　講演では、1872（明治 5）年 1 月 1 日に明治天皇が横須賀兵器廠を行幸した
際、オーストリアの写真家で日本の写真術の発展に貢献したライムント・フォ
ン・シュティルフリート男爵（1839-1911）が当局に無許可で撮影した一行の
写真が 2001 年に発見されたことを手掛かりに、『明治天皇紀』における横須賀
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行幸の記述や 1872 年 1 月 25 日に写真家の内田九一が天皇の肖像写真を撮影し
たとする外国公使館の報告書や「ジャパン ･ ヘラルド」などの英字新聞、ある
いは旅行家の日記などの資料を基に、天皇の肖像写真に対する当局の規制や、
商業的に利用することを目指しながら挫折した内田と成功したシュティルフ
リートの対比、さらに天皇の肖像写真が日本人の「臣民意識」の形成に果た
した役割などが実証的に報告された。
Ⅱ.	国際シンポジウム
国際シンポジウム「人間の試練にさらされる〈自然〉」（アルザスシンポジウ
ム 2016）
　2016 年 11 月 3 日（木）から 11 月 5 日（土）まで、フランスのアルザス欧
州日本学研究所（CEEJA）において、国際シンポジウム「人間の試練にさら
される〈自然〉」（アルザスシンポジウム 2016）が開催された。主催機関は、
法政大学国際日本学研究所（HIJAS）、フランス国立科学研究学院東アジア文
明研究センター、ストラスブール大学人文学部日本語学科、CEEJA であった。
　2010 年から 2014 年までの 5 年間は「日本意識」を軸として行われたアルザ
スシンポジウムは、2015 年から「中心と周縁」と「環境と自然」を議論の枠
組みとして設定し、今回も「人間と自然」をシンポジウムの主題とした。シ
ンポジウムでは、日本と欧州、そしてブラジルという異なる知的伝統を持つ
研究者が一堂に会し、人間による自然の利用や収奪、あるいは東洋と西洋に
よる自然観の相違という枠組みに留まらず、今日の喫緊の課題となっている
諸問題に対して新たな道筋を切り開くことが期された。そして、思想、歴史、
文化、政治、環境といった側面から、日本側 5 名、欧州側 4 名が報告を行い、
さらにその報告について総括の討議を行った。
　シンポジウムの第 3 日目に行われた全体総括の結果、(1)「自然」の多様性と「自
然」の表象の多様性の区別、「自然」と nature の共訳不可能性という「テーマ
の問題」、(2) 学際研究を実りあるものにするための方法論の確立、特殊性の不
当な一般化の回避という「日本学の対象の多様性」、(3) 知の重層化による対象
の析出や「物自体」、「対象」、「表象」の違いを顧慮する「学問間の時間的尺度
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の違いと対象の現れ方の違い」の 3 点が今後の研究の課題として提示された。
これらの問題は「人間と自然」を考える際に重要な観点であるばかりでなく、
各研究者がそれぞれの専門分野に立脚しつつ課題に取り組む国際日本学とい
う分野の枠組みそのものに関わる根本的な問題を含んでいると考えられた。一
方、9 件の報告を通して、「自然」あるいは「人間」という言葉が多義的であ
るばかりでなく、何物かを生み出す自然と何者かに作り出される自然、ある
いは主体である人間と従属する人間という、「自然」や「人間」の両義性が明
確化されたことは、今回のシンポジウムの最大の成果であるといえた。
　なお、2011 年から始まったストラスブール大学日本学専攻の大学院修士課
程の学生による聴講が今回も行われ、2 日間で延べ 23 名が参加した。これは
毎年2月にストラスブール大学とCEEJAで行われる法政大学哲学科生との「国
際哲学特講」合同ゼミ（両大学生にとって正規授業）に向けた準備の一環で
もあり、このシンポジウムが有する教育的意義を証していよう。さらに、会
場の都合により今回は実現しなかったものの、一般からも聴講の希望があっ
たことは、本シンポジウムが市民社会に開かれた催しであることを改めて示
すものであった。
Ⅲ.	研究会
2016 年度は HIJAS 主催の研究会及びワークショップを 5 回開催した。
1.	 「人間・周恩来及び周恩来の日本留学」ワークショップ
　　　　開催日時：2016 年 4 月 25 日（月）、11 時から 14 時
　　　　会場：法政大学九段校舎別館 3 階研究所会議室 6
　　　　報告者：周秉宜（中央文献研究室周恩来研究会常務理事）
　　　　司会：王敏（法政大学国際日本学研究所専任所員・教授）
2.	 法政大学国際日本学研究所外国人客員研究員研究成果報告会
　　　　開催日時：2016 年 5 月 11 日（水）14 時から 15 時 30 分
　　　　会場：法政大学九段校舎別館研究所会議室 6
　　　　報告者：李明艶（チャイナネット）
13_活動報告_15号.indd   285 18/03/21   12:06
286 活動報告
　　　　司会：王敏（法政大学国際日本学研究所専任所員・教授）
3.	 エラスムス・ムンドゥス修士課程〈ユーロフィロソフィ〉法政プロ
グラム 2016「エコロジーの新たな展開／一人称エコロジーと自然の
詩学」（主催：法政大学国際日本学研究所環境・自然研究会）
開催日時 : 2016 年 6 月 13 日（月）、18 時 30 分から 21 時
会 場 : 法政大学（市ヶ谷）ボアソナード・タワー 25 階 B 会議室 
報告者 : ジャン＝フィリップ・ピエロン（リヨン第 3 大学哲学部教授・
学部長） 
通訳 : 松井久（法政大学非常勤講師） 
司会 : 安孫子信（法政大学国際日本学研究所所員・文学部教授）
4.	 研究会「佐賀・広島・愛知における十返舎一九門人たちの戯作活動」
開催日時：2016 年 7 月 23 日（土）、13 時から 14 時 30 分
会場：法政大学市ヶ谷キャンパス　ボアソナード・タワー 19 階 D 会
議室
報告者：康志賢（法政大学国際日本学研究所外国人客員研究員、全
南大学校教授、日韓文化交流基金招聘フェロー）
司会：小林ふみ子（法政大学国際日本学研究所所員・文学部教授）
5.	 研究会「『輝ク』（1933 － 1941）を中心に：－戦争協力ということ」
開催日時：2016 年 7 月 25 日（月）、18 時 30 分から 20 時 30 分
会場：法政大学市ヶ谷キャンパス　ボアソナード・タワー 19 階 D 会
議室
報告者：シュリーディーヴィ・レッディ（京都大学人文科学研究所
研究員、博報財団国際日本研究フェロー）
司会：小林ふみ子（法政大学国際日本学研究所所員・文学部教授）
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Ⅳ.	研究所来訪
　2016 年度は HIJAS に外部機関から 6 件の訪問があった。
1. 夏瑛氏（公益財団法人日中友好会館留学生事業部長、来訪日：2016 年
4 月 4 日［月］）
2. クリスティアン・オーバーレンダー氏（マルティン・ルター大学ハレ
- ヴィッテンベルク［ハレ大学］政治学・日本学研究所教授、来訪日：
2016 年 5 月 31 日［火］）
3. カウコ・ライティネン氏（フィンランドセンター所長、来訪日：2016
年 8 月 19 日［金］）
4. 丸山裕美子氏（愛知県立大学日本文化学部教授、来訪日：2016 年 9 月
8 日［木］）
5. 高橋一樹氏（武蔵大学人文学部教授、来訪日：2016 年 10 月 4 日［火］）
6. 横山勝明氏（一般財団法人日中経済協会総務部参与、来訪日：2016 年
10 月 11 日［火］）
Ⅴ.	 後援事業
　2016 年度は HIJAS による後援事業が 3 件あった。
1.	 平成 27 年度科学研究費若手研究（B）採択	「戦前の民間組織による
対外的情報発信とその影響：英語版	『東洋経済新報』を例として」
第 4回研究会
開催日時：2016 年 8 月 1 日（月）、18 時 30 分から 20 時 30 分
会場：法政大学市ヶ谷キャンパス九段校舎別館 3 階研究所会議室 6
報告者：徐玄九（法政大学）
論題：「大正維新」、「昭和維新」とは何であったのか―出口王仁三郎
の思想と行動を中心に―
司会：鈴村裕輔（法政大学）
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2.	 平成 27 年度科学研究費若手研究（B）採択	「戦前の民間組織による
対外的情報発信とその影響：英語版	『東洋経済新報』を例として」
第 5回研究会
開催日時：2017 年 2 月 24 日（金）、18 時 30 分から 20 時 30 分
会場： 法政大学九段校舎別館 3 階研究所会議室 6
報告者：上品和馬（早稲田大学）
論題：「パブリック・ディプロマシーの観点からみた新渡戸稲造」
司会：鈴村裕輔（法政大学）
3.	 平成 27 年度科学研究費若手研究（B）採択	「戦前の民間組織による
対外的情報発信とその影響：英語版	『東洋経済新報』を例として」
第 6回研究会
開催日時：2017 年 3 月 6 日（月）、18 時 30 分から 20 時 30 分
会場： 法政大学九段校舎別館 3 階研究所会議室 6
報告者：河炅珍（東京大学）
論題：「パブリック・ディプロマシーの観点からみた新渡戸稲造」
司会：鈴村裕輔（法政大学）
Ⅵ.	その他
1.	「越境する中国文学・百年来の文学交流―郭沫若・田漢日本留学百周年記
念国際研究会議」及び第 5回国際郭沫若学会の開催
　2016 年 8 月 25 日（木）、国際郭沫若学会、日本郭沫若研究会、法政大学国
際日本学研究所の協力により、法政大学ボアソナード・タワー 26 階 A 会議室
において「越境する中国文学・百年来の文学交流―郭沫若・田漢日本留学百
周年記念国際研究会議」及び第 5 回国際郭沫若学会が開催された。
2.	 国際シンポジウム「方法としての越境と混血―詩人黄瀛生誕 110 年を記念
して―」
　2016 年 10 月 22 日（土）、23 日（日）に四川外国語大学において国際シンポ
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ジウム「方法としての越境と混血―詩人黄瀛生誕 110 年を記念して―」が開催
され、HIJAS からは王敏教授が参加して基調講演「黄瀛先生からの宿題」を行っ
た。
3.	 HIJAS ウェブサイトのリニューアル
　2017 年 3 月 22 日（水）に HIJAS のウェブサイトをリニューアルした。
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